












































































































































































































































































づ，座右の書であったmichel Revon の Anthologie de la litt駻ature japonaise があり，
Chamberlaim は読んでいるので，そのBachô and the japanease Poetical Epigram 
があろう。文Couchoudの Les Epigrames Ly liques du Japon そしてN.R. E(HAI-KAIS) 















うな一語を始めに置いている。 8 Otzukisama 19 Rougeur など。いわば「古池や」に相当
するものと思われる。 B とり合わせ， 4 藤と柏， 8 月と蛙， 56 月と兎など。 C星主主， 3 
藤蔓を蛇と， 91 菖蒲を田舎乙女と， 138 月をj乏子となど。 D景物日本古来の月雪松郭公な
ど。 E墜監丘， 70, 90， 169 など。 F蓋童生8 ， 48，など。 G壁A主主， 1 ， 8 ， 23 など。 H 杢整l1X
2.やパロデイとまでは言わないまでも，強い影響や関係を思わせるものがある。100 と古今
集冒頭の「年の内に…昨年とや言はむ今年とや言はむJo 122 と「みな人の昼寝の種や秋の月」
(貞徳)0 50 と「綜結ふかた手をはさむ額髪J (芭蕉)0 4 と「桟や命をからむったかづら J (芭
蕉)0 8 と「古池や蛙とび込む水の音J(芭蕉)0 148 と「落葉落ち重なりて水水を打つJ(暁台)。
又48は激石の「猫」と擬人法，譜諒性において関係を思わせられる。 I 短詩型ではあるが，























(2) 牡丹の白，又香については 2 ， 15, 18, 21 , 22. 23, 25, 26, 300 1雪裏の梅華はー
現の曇事なり J (道元) r白一色の世界が一枝の梅によって臼たることを表現自覚す
る。一つの色，一つの香をもつことによって臼は初めて白たることを現出する。空
が色，色が空という抽象は雪漫々と梅花一枝によって具現している J(唐木順三・日
本人の心の歴史p. 186)0 1白牡丹といふといへども紅ほのかJ (高浜虚子)。
(3) 日光中禅寺湖付近の地蔵，他 6 旬。




(7) Ar Po騁ique (Po. , p. 154, 167) 1太陽への義務として赤をしるすJ 1色彩は太陽
の衝撃による物象への点火j
(8) 赤ーキリストの血-完全な色
(9) I蓄破色の珊瑚の橋を通って天に上るJ(Journal 1, p. 584) 京都0
(10) 日光湯本。
。1) 宮中宴会での舞楽 (J. 1, p. 545) 
255 
ω 「眼は章の最後に到っても，最初の語は消えず…過去は実在を止めぬJ (A. P. p. 
140) 
(13) 日光湯本。 L'arche d'or dans la foret (Po. , 81) 
(14) J. 1 p. 608 
(15) Dans le Loir-et-cher (Pro. , p. 713) 
(16) le Risque de la mer (Po. , p. 99) 
間 1898年，西本願寺， 1922年 2 月大徳寺，以来金(銀)泥の鶏による絵画手法に心酔。
(18) 日は天照，月は素斐。 La D駘 ivarance d' Amaterasu (Po. , p. 109) 
(19) α にしてO なるキリスト「始めと終りを同時に与えられたJ(Les aventures de 
Sophie) 
側 74 と 75の漢字が入れ代っているらしい。
(21) I自然界の繰返いま…固有の価値，不可欠な意義，典型的で秘蹟的な意味，真正|生
があること j(A. P. , p. 133) 
凶 「手は壁の影を，三角形の一角は…他の二角を知る…存在するすべては自分がそれ
なしに存在できなかったものを示すj(A. P. , p ・ 150)
凶中禅寺。
凶 「流れは水上ヘ上らず海ヘ下る j(J. 1, p. 614) 
側 「我々は無からなる，存在と無の不確かな連続で織りなされた我々の生命の布その
ものJ(J. l ,p. 594) 25他方能衣裳の布などを眼にしたのではないか。
。6) J. l ,p. 732 
間奈良。 innacessible を sombre とみる。(J . 1, p. 630) 
側 「何かが私の中で数を数え，ーを加え，…決定的な数を成就する j( A. P , Po. p. 
142) 
闘能“羽衣"と富士の山。 (J. 1, p. 575, p. 734) 
(30) オリンボスの神山にかけてO
。1) ミサの葡萄酒=キリストに水=信者をまぜる。
開 「言葉が止み，それを吸い込まねばならぬ。み言は止み，聖霊はきたる J(J. 1 p. 
632) 
附盆栽。
倒能の足拍子にかけてo (J. l ,p. 573) 
256 
側 「日光の森のテキストが語る宇宙の新たな詩法j(A. P. , Po. , p. 143) 彼はalexan ・
drin に反対であるので，日本の五七調ととった。
(36) 大覚寺古画。 (J. 1, p. 583) 見たのは紅梅図。
的三井家茶会。 (J. 1, p. 588) 
側 奈良観音寺。僧仏具を浄める火を焚く。 (J. I, p. 585) 
側 la goutteは無化への表現としてクローデルが繰返す言葉。百扇帖では156 ， 163, 166, 
169, 170, 171 にある。「震動は形相の囚われとなった運動j(A. P. , Po. , p.149) 
附 「この世の虚栄のすべて，愛のすべてに， non , non , non と言う寺の鐘j(Photo-
graphies d'H駘鈩e Hoppenot. Pro. , p. 398) 
制) I全宇宙は時間を示す時間以外のものではないj(A. P. , Po. , p. 136) 
聞 光と火を表わす金白赤黄は，世界創造の始めに，閣と黒の中から顕われた。創世記




制唐木順三前掲書。 (p. 262) 
7 (陽と雨と杖もて重ね織りなさむ〉
8 (天に跳ぶ蛙を笑ふ月に雲〉
18 (長谷牡丹白さに秘めし紅ほのか〉
46 (母若し背の子に見せむ凧上げて〉
67 (日のみ神かなたに八l岐大蛇かな〉
69 (葦原の口ゃ皇祖は民に聞く〉
72(詩人の眼終始の聞の秘点刺す〉
89 (白片と砕けて扇文字も消ヘぬ〉
百扇帖追加
91 (江戸御門にて・我迎ふ堀の菖蒲は郁つ女の列〉
92 (市ヘ行く田舎女の群か花菖蒲〉
98 (深林に陽差すは詩人老いの境〉
106 <巨柱浮暗J観音ただ金色のみ足〉
111 (詩句めぐりまたも小詩の生れ出ず〉
137 (奉納の錨に見たり錆と貝〉
145 <厳粛に自然歌ひぬ五七調〉
146 <老桜花あでやかに肉体の樹〉
147 <金扉の古景に永遠の光あり〉
152 <僧堂の聞に銀鏡燃え立ちぬ〉
172 <日本との禽別や金の砂撒かば〉
(F. 30) 
